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影鉄尺一枚」（続日本紀 735-4-26）。これは長さ 8尺（2.4m）（大谷 2003: 175），古代中国では
都を定める際に用いられた（伊野 2011b: 15）。表 1のように，聖武天皇の行幸が真備らの帰朝
の直後から活発化している。特に後の恭仁京の近くの甕原離宮への行幸は即位後 4回あるが，







724 吉野 和泉 紀伊 吉野 吉野離宮
725 難波 難波 難波宮
726 難波 播磨 甕原 甕原離宮



















いたと見たのか（瀧浪 1991: 40; 森本 2010: 227-8），19日に東国行幸を決意し，26日に平城京
























遣唐使出発 701年 1月 23日 716年 8月 12日










































育會相樂郡部會 1920: 372）ことも傍証になる。橋③は「車駕到恭仁京泉橋」（続日本紀 745-5-
6）とあるように，泉橋といった。741年に行基集団が造ったとされる（行基年譜 12a）。橋②






















る（妹尾 1997: 78; 岩井 2012: 40）。
隋唐期に洛陽が陪都となった理由は主に二つある。第一はその地理的な重要性である。洛陽



























































































































































主な行幸先は甕原離宮，難波宮，吉野離宮である。第 2期の行幸ピークの直前の 733年 4月 3日，













に平城宮に行幸し，710年 3月 10日に「始遷都于平城」（続日本紀 710-3-10）した。
難波京については，726年 10月 26日に難波宮が藤原宇合の許で再建されて以来，聖武天皇
はしばしばここに行幸している。そして恭仁京遷都後の 744年には「喚会百官於朝堂。問曰。
恭仁・難波二京，何定為都」（続日本紀 744-1-1）と遷都を臣下に諮り，同年 2月 26日「今以難
波宮定為皇都」（続日本紀 744-2-26）と難波京へ遷都している。
紫香楽京については，紫香楽への道が初めて造られたのは 742年である。「始開恭仁京東北道。
通近江国甲賀郡」（続日本紀 742-2-5）とされている。同年 8月 11日に紫香楽離宮の離宮司を任
命し，27日に初めて行幸している。その後聖武天皇は恭仁京に都がある間に三度この地に行幸し，



























































12）「王 命恐 雖見不飽 楢山越而 真木積 泉河乃 速瀬 竿刺渡 千速振 氏渡乃 多企都瀬乎 見乍渡而 近江道乃 相
坂山丹 手向為 吾越徃者 樂浪乃 志我能韓埼 幸有者 又反見 道前 八十阿毎 嗟乍 吾過徃者 弥遠丹 里離来奴 
弥高二 山文越来奴 劔刀 鞘従拔出而 伊香胡山 如何吾将為 徃邊不知而」（万葉集 13.3240）及び「泉川 渡
瀬深見 吾世古我 旅行衣 蒙沾鴨」（万葉集 13.3315）
13）「山背乃 久邇能美夜古波 春佐礼播 花咲乎々理 秋佐礼婆 黄葉尓保比 於婆勢流 泉河乃 可美都瀬尓 宇知橋
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